
大阪大学核物理研究センター（RCNP)での研究

低エネルギー（核子あたり約10MeV）不安定核ビームを用いて
アイソマー（数ナノ秒以上の半減期をもつ励起状態）の探査による変形進化の研究

アイソマーは大きな原子核の構造の変化によって生じることがあり、原子核の構造を調べるのに良いプローブとなる。

RCNPの
不安定核ビームライン
（ENコース）

RCNPの加速器施設 γ線検出器アレイ

結果の例

γ線を測定して、136Laという原子核の高スピン状態
でアイソマーを発見！

レモンでもみかんの形
（回転楕円体）ではなく、

キウイの形
（3軸非対称変形）
をした原子核
だということが
分かった！


